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令和３年度(２０２１年度) 第２回 函館市地域支え合い推進協議体 会議概要 

 

■ 日 時 

令和４年（２０２２年）３月２８日（月） 

 

■ 場 所 

書面開催 

 

■ 議 事 

報告 

  ・令和３年度のくらしのサポーター養成事業の実施状況について 

  ・令和４年度からの第１層生活支援コーディネーター業務について 

議事 

  ・おやじ世代の地域活動への参加に関する取組について 

 

※意見等がある場合は意見記入用紙を提出する 

 

■ 配布資料 

 ・会議次第 

 ・資料１ 令和３年度のくらしのサポーター養成事業の実施状況について 

 ・資料２ 令和４年度からの第１層生活支援コーディネーター業務について 

 ・資料３ おじさんプロジェクト(仮称) おやじ世代の地域活動参加を促進させよう! 

 ・意見記入用紙 

 

■ 出席委員（９名） 

阿知波委員，池田委員，河合委員，川上委員，四戸委員，能川委員，林委員， 

丸藤委員，村岡委員 
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■ 会議要旨（意見記入用紙の内容を委員の五十音順で記載） 

 

報告 令和３年度のくらしのサポーター養成事業の実施状況について 

  意見記入用紙での意見等 

 

能川委員 

令和３年度のくらしのサポーター養成研修参加者数および研修後の登録者数は予定

（目標）の人数であったか。 

 

市 

  くらしのサポーター養成研修の参加者は４０人の定員に対し，定員の７割以上の２９

人の参加があり，コロナ禍での開催であったことを踏まえると多くの方に参加していた

だいたと考えている。 

また，登録者に関しても，修了者２３人の内８割以上の１９人に登録いただいたので，

多くの方に登録いただいたと考えている。 

 

丸藤委員 

マッチングが進んでいくと良いと思う。 

 

報告 令和４年度からの第１層生活支援コーディネーター業務について 

  意見記入用紙での意見等 

 

阿知波委員 

委託事業者のプロポーザルのスケジュールにおいて，新たな業務委託契約の決定時期

が９月上旬頃とのことだが，その間事業は休止という状況なのか。 

 

市 

第１層生活支援コーディネーター業務とくらしのサポーター養成事業に関し，新たな

委託事業者が決定するまでに発生する業務については，市で対応することとなる。 

 

四戸委員 

令和４年度の第１層生活支援コーディネーターは選定，委託契約開始の９月上旬まで

は不在ということになるか。 

 

市 

第１層生活支援コーディネーター業務に関し，新たな委託事業者が決定するまでに発

生する業務については，市で対応することとなる。 

 

議事 おやじ世代の地域活動への参加に関する取組について 

  意見記入用紙での意見等 
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阿知波委員 

社協事業で連携・協力ができる部分があれば行っていきたい。 

 

池田会長 

コロナ禍という現状もあるが，この事業の将来性は余り見込めないような気がする。

くらしのサポーター等との統合もありかもしれない。 

 

市 

第１層生活支援コーディネーター業務とくらしのサポーター養成事業を一体化して

実施することにより，「おやじ世代の地域活動への参加」に関してもより具体的に進め

ていけると考えている。 

なお，第１層生活支援コーディネーター業務に係る公募型プロポーザルの際には，企

画提案仕様書に「おやじ世代の地域活動への参加」に関する項目を設け企画提案してい

ただく予定である。 

 

河合委員 

函館市内においても連日コロナ感染者や濃厚接触者が増えており，いつ自分や近しい

者が感染してもおかしくない状況で地域活動も難しいと思われるが，コロナ禍だからこ

そ色々な困りごとを抱えている地域の人達が多く存在していると感じる。外出を減らし

てフレイルに陥ったり，必要な用事が足せない，コロナ感染者や濃厚接触になり自宅療

養で食事の確保もままならない，企業の人手不足，貧困や精神的な不安など困りごとは

数多くあると思われる。 

こういったコロナに関する困りごとに対して，各関係機関と協力しおやじ世代の地域

活動で支援する取組は行えないか。 

 

市 

今後コロナに関する困りごとへのおやじ世代の地域活動による支援に関し一考の余

地があると考える。 

なお，第１層生活支援コーディネーター業務に係る公募型プロポーザルの際には，企

画提案仕様書に「おやじ世代の地域活動への参加」に関する項目を設け企画提案してい

ただく予定である。 

 

川上委員 

各地域の団体を通し，周知徹底する工夫を考えるべきである。私たちは定期的に包括

支援センターのスタッフと懇談会を重ね，これからの活動方法を勉強している。上記の

くらしのサポーター・生活支援コーディネーターについては，色々な事柄が多く私達に

とっては的を絞れずにいる。 

 

市 

第１層生活支援コーディネーター業務に係る公募型プロポーザルの際には，企画提案

仕様書に「第１層生活支援コーディネーターの活動」や「くらしのサポーターの取組」
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の周知に関する項目を設け企画提案していただく予定である。 

 

四戸委員 

くらしのサポーターステップアップ研修で「何か活動したい」という気持ちが強まり，

１２月に有志６名での会合に繋がったと思われるため，２回目の会合が延期になったこ

とは残念だと思った。新しい活動はハードルが高くても，先ず既存の活動への協力，支

援から始めることで形にしていくという方向性は良いと思う。サポーター（お手伝い）

を希望しているところは多いと思う。しかし，コロナ禍でなかなか外部の人や新規の人

の受け入れができていない現時点では難しいかもしれない。活動情報があればぜひマッ

チングできればと思う。 

 

能川委員 

おやじ世代の社会参加促進に向け，「くらしのサポーター」の活動・取組等を紹介す

るＤＶＤを作成し，町会等に貸し出しを行って認知度を高める取組はどうか。 

 

市 

第１層生活支援コーディネーター業務に係る公募型プロポーザルの際には，企画提案

仕様書に「くらしのサポーターの取組」の周知に関する項目を設け企画提案していただ

く予定である。 

 

村岡委員 

  コロナ禍後の活動に期待する。自分の所（昭和町）もおやじ世帯の高齢化とコロナに

より活動ができずにいる。 


